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次号予告「フォトンを利用した放射線検出技術の最前線」

巻頭言
原発事故緊急時と 5年後の測定器  ‥‥‥‥‥‥難波謙二

解　説
半導体検出器とシンチレーション検出器の基礎 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥人見啓太朗
放射性物質を可視化するコンプトンカメラ 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥片岡　淳ほか
福島第一原子力発電所事故後におけるプラスチック 
シンチレーションファイバーを用いた環境計測 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥眞田幸尚

環境中・生鮮食料品中のストロンチウム-90を 
実時間検出するチェレンコフ検出器  ‥‥‥‥河合秀幸

最近の技術から
福島復興に向け高感度・軽量・低価格を目指す 
特性 X線カメラ  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥小林進悟ほか

原子炉近傍でも使える簡易中性子検出器  ‥佐藤節夫ほか

気になる論文コーナー

今後の特集予定
45巻 9号「宇宙・惑星の起源を探る X線光学」
45巻 10号「再生医療を推進するフォトニクス」
45巻 11号「高時空間分解能の実現に向けた光計測技術」
45巻 12号「革新的大容量光通信技術の最新動向」
46 巻 1 号「植物工場における光学技術」

46 巻 2 号「ユニークな光学特性を示すガラス」 

//編集後記 //

　原子の共鳴遷移を利用すれば動かない周波数の基準に
なる，ということから原子時計ができたのが 60年前．
そのときにこれを船に搭載して，星の位置と時刻から自
分の位置を把握するナビゲーションに使うアイデアは，
当然あったと推測します．今自分が使っているものの精
度が増せばよりよくなる，というのは誰しもが思うこと
だからです．しかし，星の代わりに時計を空に飛ばす，
というのを想像した人はどのくらいいたでしょうか．光
周波数標準の圧倒的な性能が確立した今，たぶんこのよ
うな発想の転換が求められているのでしょう．そこで鍵
を握るのが異分野交流，それは今風に言えばオープンイ
ノベーションの一形態かもしれません．そんなことを考
えながら，今回「光学」で地球物理・測地・標準時生成
等，異分野からの玉稿を得て特集を組むことができ，快
く執筆してくださった著者の皆様に深く感謝していま
す．異分野だからこそ比較的平易に書かれていると思い
ますので，ぜひ目を通してみてください．
　一方，この 15年の光格子時計の発展を顧みると，同
分野の交流も重要だと思います．こんなに交流していい
のだろうか，と思うほどの日米欧でのダイナミックな人
事交流が随所にみられ，それもまた発展の鍵だった気が
します．日本光学会は同分野の交流が必然的に起こる場
です．長期的な視点のもと，せめて国内の face to face
の交流は隔靴掻痒とならぬことを期待する今日この頃 
です． （井戸，室井）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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